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第 1 包括外部監査の概要 

 

１ 選 定し た特 定の 事 件（ テ ー マ ）  

 

岐阜 市 病院 事業 の財 務 に関 す る 事 務 の 執行 及 び 経営 に係 る 事 業 の 管 理に つ いて  

 

２ 事 件（ テー マ） を 選定 し た 理 由  

 

岐阜 市（ 以下「 市 」と い う。）は 、「 岐阜 市行 財 政 改革 プ ラ ン（ 令和 2 年～ ６ 年度 ）」

に お い て 、 重 点 取 り 組 み 事 項 と し て 、 公 営 企 業 の 経 営 健 全 化 の 推 進 を 掲 げ て い る 。 

加え て 、人 口減 少・ 少 子高齢 社 会 に お い て も 一 定の 圏域 人口 を 有 し 、活 力 あ る 社

会経 済 を維 持す るた め の拠 点 を 形 成 す るた め 、 総務 省の 「 連 携 中枢 都市 圏 構 想 推進

要綱 」 に基 づき 形成 し た岐 阜 連 携 都 市 圏に お い て、 圏域 の 住 民 が 安 心し て 快適 に暮

らす こ とが でき るよ う 様々 な 施 策 ・ 連 携事 業 に 積極 的に 取り 組 ん で いく た め の 岐阜

連携 都 市圏 ビジ ョン（ 令 和 5 年～ 9 年度 ）を策 定 し、圏 域 住 民 の 健 康寿 命の 延伸 に

つな が る取 り組 み、 医 療需 要 に 対 応 し た体 制 の 確保 等、 地 域 医 療 の 充実 に 向け て取

り組 む こと とし てい る 。 

従前 よ り、 平成  27 年  3 月に 総務 省 が 公 表 し た「 新公 立 病 院 改 革 ガイ ド ライ ン」

を受 け て、市 は 、平 成 29 年 3 月に「岐 阜市 民病 院 新改 革 プ ラ ン（ 平 成 28～32 年

度版 ）」（以 下「 新 改 革 プラ ン 」と い う 。）を 策定し 、医 療 の 高 度化 、人材 確保・育 成

及び 労 働環 境の 改善 、 健全 経 営 の 維 持 に取 り 組 んで きた と こ ろ で は ある が 、よ り一

層の 取 り組 みが 必要 に なる と 思 わ れ る 。  

さら に 、病 院事 業会 計 の総 資 産 と 医 業 収 益 は い ずれ も 200 億円 超 と 一般 会計 予算

規模 と 比し ても 多額 で 、ま た 近 年 の 決 算で は 、 医業 損失 の 計 上 を 余 儀な く され る厳

しい 状 況と なっ てい る 。 

この よ うに 病院 事業 は 市に と っ て 重 要 性の 高 い 施策 であ り 、当 該事 業を 対 象 と し

て 監 査 を 実 施 す る こ と は 大 き な 意 義 が あ る と 判 断 し 、「 岐 阜 市 病 院 事 業 の 財 務 に 関

する 事 務の 執行 及び 経 営に 係 る 事 業 の 管理 に つ いて 」を テ ー マ と し て選 定 した 。  

 

３ 外 部監 査の 対象 部 署 

 

岐阜 市 民病 院  

 

４ 外 部監 査の 対象 期 間 

 

令和 ４ 年度（自 ：令 和 ４ 年 4 月 1 日 至 ： 令 和５ 年 3 月  31 日）  
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５ 外 部監 査の 方法  

 

（１ ） 監査 の主 な要 点  

 

① 病 院事 業の 個別 業 務に つ い て 適 切 に管 理 が 実施 され て い る か 。  

② 医 療機 器等 の投 資 につ い て は 、 そ の稼 働 見 込や 採算 性 を 、 ま た 、委 託 業務 につ

いて は 、契 約方 法等 が 適切 に 行 わ れ て いる か 。  

③ 医 業収 入等 の調 定 、徴 収 の 管 理 は 適切 に 実 施さ れて い る か 。  

④ 資 産の 管理 は、 適 切に 実 施 さ れ て いる か 。  

⑤ 病 院情 報シ ステ ム のセ キ ュ リ テ ィ 管理 が 適 切に 実施 さ れ て い る か。  

 

（２ ） 主な 監査 手続  

 

① 関 係法 令、 条例 、 規則 、 規 程 等 の 確認  

② 関 連資 料の 閲覧  

③ 担 当者 への 状況 聴 取 

④ 質 問書 の回 答入 手 及び 内 容 分 析  

⑤ 管 理台 帳の 閲覧 、 必要 に 応 じ て 関 連資 料 と 照合  

 

６ 外 部監 査人 を補 助 した 者  

 

公認 会 計士 ・税 理士   矢 野 厚 登  

公認 会 計士 ・税 理士   冨  孝 史  

公認 会 計士 ・税 理士   古 川 有 樹  

公認 会 計士 ・税 理士   弓 削 幸 恵  

公認 会 計士 ・税 理士   酒 谷 宜 幸  

公認 会 計士 ・税 理士   古 川 典 明  

その 他         １ 名  
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第２ 岐阜市病院事業の概要 

 

１ 設 置根 拠及 び理 念 ・基 本 方 針  

 

（１ ） 設置 根拠  

 

   岐阜 市病 院事 業 の設 置 等 に 関 す る条 例（ 昭和 41 年 岐阜 市 条 例 第 32 号 ）に基 づ

き病 院 事業 を岐 阜市 が 設置 し た も の で ある 。  

 

 

（２ ） 理念 ・基 本方 針  

   岐阜 市 民 病 院 は 、「 心 にひ び く 医 療 の 実践 」と の 理 念の 下、次の６ つ の 基 本 方 針

を掲 げ てい る。  

 

１ 患 者さ んの 権利 を 尊重 し 、 心 温 ま る医 療 を 行い ます 。  

１ 安 全で 信頼 され る チー ム 医 療 を 行 いま す 。  

１ 地 域の 医療 機関 と 連携 し 、 患 者 さ ん中 心 の 継続 した 医 療 を 行 い ます 。  

１ 地 域の 中核 病院 と して 、最 新 か つ 高 度な 医療 を 提 供 で き るよ う 努 めま す。 

１ 職 員が 生き 生き と 働く こ と が で き る環 境 づ くり に努 め ま す 。  

１ 病 院の 理念 を理 解 し、 専 門 性 を 持 った 人 材 を育 成し ま す 。  
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２ 事 業概 要  

 

（１ ） 組織  

 

① 機 構（ 令和 ４年 4 月 1 日時 点）      

 

出 典 ： 令 和 ４ 年 病 院 概 要 p.3 を 監 査 人 が 加 工  

 

 （ 注 １ ） 医 療 安 全 局 の 下 に 、 医 療 安 全 推 進 部 （ 医 療 安 全 推 進 室 、 医 療 機 器 安 全 管 理 室 ）、 感 染 対

策 部 （ 感 染 対 策 室 ） が あ る 。  

 （ 注 ２ ）研 修 セ ン タ ー の 下 に 、初 期 臨 床 研 修 室 、後 期 臨 床 研 修 室 、医 療 ス タ ッ フ 研 修 室 が あ る 。  

 （ 注 3）各 セ ン タ ー は 、循 環 器 病 セ ン タ ー 、消 化 器 病 セ ン タ ー 、肝 ・ 胆 ・ 膵 セ ン タ ー 、脳 卒 中 セ

ン タ ー 、血 液 腫 瘍 セ ン タ ー 、認 知 症 疾 患 医 療 セ ン タ ー 、緩 和 医 療 セ ン タ ー（ 緩 和 医 療 科

部 ） で あ る 。  

 （ 注 4）内 科 系 診 療 局 の 下 に 、総 合 内 科 部 、糖 尿 病 ・ 内 分 泌 内 科 部 、総 合 診 療 ・ リ ウ マ チ 膠 原 病

セ ン タ ー（ 膠 原 病 内 科 部 ）、第 一 内 科 部 、腎 臓 内 科 部（ 腎 臓 病・血 液 浄 化 セ ン タ ー ）、循
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環 器 内 科 部 （ 心 不 全 セ ン タ ー 、 循 環 器 画 像 診 断 部 ）、 第 二 内 科 部 、 消 化 器 内 科 部 （ 消 化

器 内 視 鏡 部 、肝 臓 内 科 部 、胆 膵 内 科 部 ）、血 液 内 科 部 、脳 神 経 内 科 部 、呼 吸 器 内 科 部（ 呼

吸 器 腫 瘍 内 科 部 、 呼 吸 器 病 セ ン タ ー 、 肺 腫 瘍 セ ン タ ー ）、 小 児 科 部 （ 小 児 血 液 疾 患 セ ン

タ ー ）、放 射 線 科 部（ 画 像 診 断 部 、放 射 線 治 療 部 ）、精 神 科 部（ 精 神 科 デ イ・ケ ア セ ン タ

ー 、 精 神 科 技 術 室 ） が あ る 。  

 （ 注 5）外 科 系 診 療 局 の 下 に 、外 科 部（ 消 化 器 外 科 部 、内 視 鏡 外 科 部 、肝・胆・膵 外 科 部 ）、乳 腺

外 科 部 、整 形 外 科 部 、形 成 外 科 部 、脳 神 経 外 科 部 、心 臓 血 管 外 科 部 、呼 吸 器 外 科 部 、皮

膚 科 部 、 泌 尿 器 科 部 （ 泌 尿 器 科 内 視 鏡 部 ）、 産 婦 人 科 部 （ 産 婦 人 科 内 視 鏡 部 、 婦 人 科 腫

瘍 部 、産 婦 人 科 内 視 鏡 治 療 セ ン タ ー ）、眼 科 部（ 眼 科 技 術 室 ）、耳 鼻 い ん こ う 科 部（ 頭 頚

部 外 科 部 ）、リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 科 部（ リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 科 技 術 室 ）、歯 科 口 腔 外 科 部

（ 歯 科 部 、 口 腔 ケ ア セ ン タ ー 、 歯 科 技 術 室 ）、 麻 酔 科 部 が あ る 。  

 （ 注 ６ ）が ん 診 療 局 の 下 に 、が ん 診 療 統 括 部 、が ん 診 療 支 援 部（ が ん 相 談・が ん 就 労 支 援 室（ が

ん 相 談 支 援 セ ン タ ー 、が ん 就 労 支 援 セ ン タ ー ）、院 内 が ん 登 録 室 、が ん 診 療 人 材 育 成 室 ）、

外 来 化 学 療 法 部 、 緩 和 ケ ア セ ン タ ー 、 放 射 線 治 療 セ ン タ ー が あ る 。  

 （ 注 ７ ） 救 急 診 療 局 の 下 に 、 救 急 診 療 部 、 集 中 治 療 部 が あ る 。  

 （ 注 ８ ）医 療 技 術 局 の 下 に 、中 央 手 術 部 、中 央 放 射 線 部（ 画 像 検 査 室 、放 射 線 治 療 室 、放 射 線 安

全 管 理 室 ）、 中 央 検 査 部 （ 臨 床 検 査 科 部 、 生 理 検 査 室 、 臨 床 検 査 室 、 中 央 採 血 室 、 病 理

診 断 科 部 、 病 理 検 査 室 、 輸 血 部 、 輸 血 検 査 室 ）、 健 康 管 理 セ ン タ ー 、 臨 床 工 学 室 、 栄 養

管 理 室 が あ る 。  

 （ 注 ９ ）先 端 医 療 支 援 局 の 下 に 、病 理 診 断 研 究 セ ン タ ー 、ゲ ノ ム 医 療 セ ン タ ー 、治 験・臨 床 研 究

管 理 セ ン タ ー が あ る 。  

 （ 注 10） 薬 剤 部 の 下 に 、 薬 務 室 、 調 剤 室 、 医 薬 品 情 報 管 理 室 が あ る 。  

 （ 注 11）医 療 推 進 局 の 下 に 、医 療 情 報 部（ 医 療 情 報 室 、医 療 情 報 係 ）、診 療 情 報 管 理 室（ 診 療 情

報 管 理 係 ）、医 療 ク ラ ー ク 室 、地 域 連 携 部（ 地 域 連 携 室 ）、入 退 院 支 援 セ ン タ ー が あ る 。  

 （ 注 12） 医 療 相 談 係 の 下 に 、 相 談 支 援 セ ン タ ー が あ る 。  
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② 委 員会 （令 和５ 年 4 月 1 日 時点 ）  

 

災害対策委員会

地域医療支援委員会

改革プラン評価委員会

褥瘡対策委員会

糖尿病療養指導委員会

セーフティ・ネット委員会

CPT委員会

病院機能評価受審準備委員会

認知症疾患医療センター運営委員会

患者サービス委員会

集中治療室・ハイケアユニット運営委員会

救急室運営委員会

RRS委員会

クリニカルパス推進委員会

栄養管理委員会

保険診療適正化委員会

医療機器安全管理委員会

薬事委員会

中央手術委員会

医療ガス・安全管理委員会

年報編集委員会

内科専門研修プログラム管理委員会

特定行為管理委員会

図書室管理委員会

医療機器購入委員会

病院情報システム委員会

広報委員会

病

院

管

理

者

会

議

病

院

経

営

会

議

病

院

運

営

会

議

中央放射線委員会

研修管理委員会

診療材料委員会

輸血療法委員会

DPCコーティング委員会

がん診療局合同委員会

診療録等管理委員会

中央検査委員会

臨床倫理委員会

利益相反審査委員会

治験審査委員会

臨床研究審査委員会

岐阜市病院事業安全衛生委員会

ハラスメント防止委員会

個人情報保護適正管理委員会

感染対策委員会

職場環境改善支援委員会

地域連携部運営委員会

医療安全対策委員会
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（２ ） 岐阜 市 民 病 院 の 職 員数  

 

地方 自 治法 第 172 条 第 3 項 によ り 、 常 勤 の 職員 で 一 般 職 に 属 す る も の（ 以下  

「職 員 」と いう 。） の 定数 に つ い ては 条例 で 定 めら れ て い る 。  

 

地方 自 治法 第 172 条  

第１ 項  前 11 条 に定 める 者 を 除 くほ か、 普 通 地方 公 共 団 体 に 職 員 を 置く 。  

 第 2 項  前 項の 職員 は、 普 通地 方公 共団 体 の⾧ が こ れ を 任 免 す る 。 

 第 ３ 項 第 1 項の 職 員 の定 数は 、 条 例 で こ れを 定 める 。た だし 、 臨時 又 は 非 常 勤

の職 に つい ては 、こ の 限り で な い 。  

 第 ４ 項 以下 、略  

 

 

岐阜 市 職員 定数 条例  

(目的 ) 

第 1 条 この 条 例 は 、 地 方自 治法 (昭 和 22 年 法 律 第 67 号)第 138 条第 6 項 、第

172 条 第 3 項 、第 191 条第 2 項及 び 第 200 条第 6 項、地方 教 育 行 政 の 組

織及 び 運営 に関 する 法 律(昭 和 31 年法 律 第 162 号)第 19 条 及 び 第 31 条

第 3 項 、農 業委 員会 等 に関 す る 法 律 (昭和 26 年法 律 第 88 号)第 26 条 第

2 項並 びに 消 防組 織法 (昭和 22 年 法 律第 226 号)第 11 条 第 2 項の 規 定 に

基づ き 、 議 会、 市 ⾧、 市⾧ の所 管 に属 す る 学 校、 公営 企 業 、 選 挙 管 理 委

員会 、 監 査 委員 、 教育 委員 会、 教 育委 員 会 の 所管 に属 す る 学 校 及 び 学 校

以外 の 教育 機関 、農 業 委 員会 並び に 消 防 機 関 に勤 務 する 一般 職の 職 員(臨

時又 は 非常 勤の 職員 を 除く 。以下 同 じ 。)の 定 数に 関 し必 要な 事項 を 定め

るも の とす る。  

(職員 の 定数 ) 

第 2 条 前条 の職 員の 定 数は 、別 表の とお り とす る 。  

 第 ３ 条以 下、 略  

 

別表 に よる と、 病院 事 業の 職 員 定 数 は 1,130 人 （令 和５ 年 度 ） と な って お り、

病院 で は定 数の 範囲 内 で職 員 を 配 分 す るこ と に なる 。な お 、令 和 4 年度 ま での 職

員定 数 は 950 人と な っ て おり 、令 和 ４ 年 以前 5 年間 の職 種 別職 員数 の推 移 は 次 の

とお り であ る。  
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① 正 職員 数の 最近 5 年 間の 推移  

 

※病 院 提供 資料 を監 査 人が 加 工  

※育 休 、休 職者 を含 む  
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② 会 計年 度任 用企 業 職員 数 の 最 近 5 年 間の 推移  

 
※病 院 提供 資料 を監 査 人が 加 工  
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（３ ） 経営 状況  

 

① 岐 阜市 民病 院の 財 政状 態 及 び 経 営 成績 の 推 移  

  

ア） 貸 借対 照表  

    

平成 30 年度 ～ 令 和４ 年度 の 貸 借 対 照 表の 推 移 は次 のと お り で あ る 。 

 
 

 

(単位:百万円)

区分 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度

資産の部

固定資産

有形固定資産

129 129 129 129 129

建物 22,509 23,062 23,259 23,426 23,607

減価償却累計額 △ 10,143 △ 10,776 △ 11,442 △ 12,120 △ 12,805

差引;建物簿価 12,366 12,286 11,816 11,305 10,802

構築物 70 70 70 70 70

減価償却累計額 △ 66 △ 66 △ 66 △ 66 △ 66

差引;構築物簿価 3 3 3 3 3

器械備品 9,952 10,362 10,548 10,846 10,771

減価償却累計額 △ 6,169 △ 6,678 △ 7,252 △ 7,867 △ 8,040

差引;器械備品簿価 3,783 3,683 3,296 2,978 2,730

車両 10 10 10 10 15

減価償却累計額 △ 9 △ 9 △ 9 △ 9 △ 9

差引;車両簿価 0 0 0 0 5

建設仮勘定 18 0 14 0 29

有形固定資産合計 16,302 16,104 15,261 14,418 13,701

投資その他の資産 506 514 472 441 419

⾧期前払消費税 506 514 472 441 419

固定資産合計 16,809 16,618 15,734 14,859 14,121

流動資産

現金預金 4,682 4,718 4,903 5,445 5,943

未収金 2,938 3,506 3,957 3,363 3,738

貸倒引当金 △ 17 △ 18 △ 21 △ 19 △ 25

差引:未収金簿価 2,921 3,488 3,935 3,344 3,713

貯蔵品 84 108 82 108 97

流動資産合計 7,688 8,315 8,922 8,898 9,754

資産合計 24,497 24,933 24,656 23,757 23,875

土地
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(単位:百万円)

区分 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度

負債の部

固定負債

企業債 11,352 10,638 9,246 8,507 7,996

退職給付引当金 1,429 1,689 1,950 2,211 2,472

固定負債合計 12,781 12,328 11,197 10,719 10,468

流動負債

企業債 2,034 2,152 1,999 1,385 1,273

未払金 1,642 2,157 2,105 1,938 2,057

賞与引当金 545 602 650 672 660

預り金 18 73 82 208 174

流動負債合計 4,240 4,985 4,838 4,205 4,165

繰延収益

⾧期前受金 12,169 13,084 14,187 15,197 15,609

収益化累計額 △ 8,736 △ 9,375 △ 10,030 △ 10,738 △ 11,229

差引:繰延収益 3,433 3,708 4,157 4,459 4,380

負債合計 20,454 21,022 20,193 19,383 19,014

資本の部

資本金 4,495 4,707 4,707 4,707 4,707

剰余金

資本剰余金 7 9 10 12 14

利益剰余金

建築改良積立金 445 445 445 445 445

未処理欠損金 △ 905 △ 1,250 △ 700 △ 791 △ 305

利益剰余金計 △ 460 △ 804 △ 255 △ 345 139

剰余金計 △ 452 △ 795 △ 244 △ 333 154

資本の部計 4,042 3,911 4,462 4,374 4,861

負債資本合計 24,497 24,933 24,656 23,757 23,875

出典:岐阜市民病院事業決算書(平成30年度~令和4年度）△はマイナス
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イ） 損 益計 算書  

   

    平 成 30 年度 ～ 令和 ４年 度 の 損 益 計 算 書の 推移 は次 のと お りで あ る 。  

 
 

 

（単位：百万円）

区分 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度

医業収益 17,121 18,169 18,769 20,152 20,517

 入院収益 11,416 11,899 12,272 13,123 13,169

 外来収益 5,318 5,891 6,179 6,689 7,041

 その他の医業収益 386 379 318 340 307

医業費用 19,000 19,534 20,761 21,414 21,492

 給与費 9,286 9,460 9,711 10,113 10,028

 材料費 5,109 5,516 5,965 6,552 6,615

 経費 2,940 2,924 3,479 3,149 3,414

 減価償却費 1,549 1,526 1,529 1,519 1,333

 資産減耗損 22 25 19 18 28

 研究研修費 94 84 59 63 74

医業損益 △ 1,878 △ 1,366 △ 1,992 △ 1,262 △ 975

医業外収益 2,021 2,208 3,629 2,626 2,586

 受取利息及び配当金 1 0 0 0 0

 補助金 36 40 1,369 478 521

 負担交付金 831 1,051 1,052 1,012 986

 ⾧期前受金戻入 844 829 831 835 750

 その他医業外収益 308 288 376 300 330

看護師養成所収益 124 153 128 123 138

 入学検定料、入学料及び事業料 12 13 12 12 13

 負担金交付金 111 140 115 111 125

 その他看護師養成所収益 0 0 2 1 0

託児所収益 42 47 44 42 57

 託児料 6 7 6 6 6

 補助金 2 3 3 3 2

 負担金交付金 33 37 36 33 49

 その他託児所収益 0 0 0 0 0

医業外費用 873 977 1,088 1,116 1,128

 支払利息及び企業債取扱諸費 160 137 116 95 78

 ⾧期前払消費税勘定償却 107 109 110 97 83

 雑損失 606 731 861 924 967

看護師養成所費用 123 152 127 122 136

 給与費 94 118 106 99 109

 経費 28 34 21 23 27

託児所費用 42 47 44 43 57

 給与費 37 44 41 40 54

 経費 5 3 3 3 3

経常利益 △ 729 △ 133 550 249 485
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出典 :岐阜 市 民病 院事 業決 算 書(平成 30 年度 ~令和 4 年度 ） △ はマ イ ナス  

 

給与 費 の内 訳科 目別 増 減表  

 

 

 

 

 

 

 

 

（単位：百万円）

区分 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度

特別損失 0 0 0 340 0

 その他特別損失 340 0

当年度純利益 △ 729 △ 133 550 △ 91 485

前年度繰越欠損金 388 905 1,250 700 791

その他未処分利益剰余金変動額 △ 212 212 0 0 0

当年度未処理欠損金 905 1,250 700 791 306

（単位：百万円）

区分 令和3年度 令和4年度 増減額 増減率

 給与費 10,113 10,028 △ 85 -0.8%

  （給料） 4,029 4,073 44 1.1%

  医師給 957 961 3 0.4%

  看護師給 1,943 1,934 △ 9 -0.5%

  医療技術員給 615 648 33 5.3%

  事務員給 384 402 18 4.7%

  現業員給 129 127 △ 2 -1.2%

  （手当） 3,393 3,296 △ 98 -2.9%

  医師手当 1,449 1,301 △ 148 -10.2%

  看護師手当 1,365 1,386 21 1.5%

  医療技術員手当 408 424 16 3.9%

  事務員手当 153 166 13 8.8%

  現業員手当 19 19 △ 0 -0.3%

  賞与引当金繰入額 665 650 △ 14 -2.2%

  報酬 0 0 △ 0 -38.2%

  法定福利費 1,362 1,363 1 0.1%

  退職給付費 618 603 △ 14 -2.3%

  児童手当 46 42 △ 4 -7.7%
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材料 費 の内 訳科 目別 増 減表  

 
 

 

 経 費 の内 訳科 目別 増 減表  

 

 

 

 

 

（単位：百万円）

区分 令和3年度 令和4年度 増減額 増減率

 材料費 6,552 6,615 62 1.0%

  薬品費 4,692 4,838 147 3.1%

  診療材料費 1,838 1,755 △ 82 -4.5%

  給食材料費 20 17 △ 2 -12.6%

  医療消耗備品費 3 4 1 18.4%

（単位：百万円）

区分 令和3年度 令和4年度 増減額 増減率

 経費 3,149 3,414 265 8.4%

  厚生福利費 16 16 △ 0 -0.4%

  報償費 231 223 △ 8 -3.6%

  旅費交通費 0 0 0 299.6%

  被服費 13 14 1 4.1%

  消耗品費 81 87 6 7.3%

  消耗備品費 9 10 1 14.7%

  光熱水費 248 417 169 68.1%

  燃料費 0 0 0 7.0%

  食糧費 2 2 0 0.9%

  印刷製本費 7 8 0 6.6%

  修繕費 71 99 28 39.0%

  保険料 24 32 8 30.9%

  賃借料 175 184 9 5.0%

  通信運搬費 25 25 △ 1 -2.6%

  委託料 2,052 2,092 40 1.9%

  公課費 0 0 △ 0 -72.8%

  諸会費 3 3 0 0.1%

  就職準備貸付金 6 7 1 16.1%

  貸倒引当金繰入額 19 25 6 30.2%

  雑費 164 171 7 4.2%
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減価 償 却費 の内 訳科 目 別増 減 表  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（単位：百万円）

区分 令和3年度 令和4年度 増減額 増減率

 減価償却費 1,519 1,333 △ 186 -12.3%

  建物減価償却費 678 685 7 1.0%

  構築物減価償却費 0 0 0 0.0%

  器械備品減価償却費 841 648 △ 193 -22.9%



16 

 

第３ 外部監査の結果 

 

指摘 及 び意 見は 、以 下 のと お り で あ る 。指 摘 4 個 、意 見 28 個と な っ た。  

 

番号  項目  頁  指 摘  意見  内容  

１ 総 合  54  ●  ＜ 病 院 事 業 試 算 表 対 比 表 概 要 に よ る 報 告

につ い て＞  

病院 で は 、毎 月 １ 回 開 催 され る 病 院 運 営

会議 で 前月 分 MONTHLYREPORT 及び 岐

阜 市 病 院 事 業 試 算 表 対 比 表 概 要 を 報 告 し

てい る 。  

岐 阜 市 病 院 事 業 試 算 表 対 比 表 概 要 に 記

載さ れ てい る内 容は 、会 議前 月 ま で の 損 益

累計 額 等、前 年度 及び 前々 年 度同 月時 点の

損益 累 計額 等、対 前 年 度 比増 減 額 、対前 々

年度 比 増減 額で ある 。そ の他 の 収 益 情 報 と

し て 、 各 年 度 前 月 ま で 累 計 の 延 入 院 患 者

数、新 規 入 院 患 者 数 、1 人 当た り入 院単 価 、

延外 来 患者 数、1 人 当 た り外 来 単 価 を 報 告

して お り、費 用 情報 と し て、給 与 費、材 料

費（ 薬 品 費・診 療 材 料 費 別 ）、経 費 等 を 報 告

して い る。その 他 の 情 報 とし て 、新 型コ ロ

ナウ イ ルス 感染 症対 応 関連 情 報 が あ る 。  

上記 の 情報 及び 報告 に つい て 、次の 点か

ら 経 営 成 績 管 理 に つ い て の 分 析 が 不 十 分

であ る と考 えら れる 。  

① 収 益・費 用 比 較 以 外 の情 報 は、月次

推移 、前 年 同 月 比 較 あ る いは 累 計 比 較 に

よる 増 減額 、増 減 率 は 把 握で き る も の の

増減 額 の原 因分 析等 の 記載 は な い 。  

② 収 益・費 用 比 較 に は 、病 院 全体 の収

益及 び 費用 につ いて 、前 年度 及 び 当 年 度

の 月 次 比 較 を し た 結 果 が 記 載 さ れ て い

るが 、例 え ば 、人 件 費 の 増 減要 因と して 、

6 月及 び 12 月の「 期 末 勤 勉手 当」な ど 、

毎 年 度 定 例 的 に 発 生 す る 要 因 の 記 載 も
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番号  項目  頁  指 摘  意見  内容  

ない 。  

③ 報 告事 項は 収益・費 用比 較 に と ど ま

り、重 要な 固 定 資 産 の 取 得、患 者負 担分

未 収 金 残 高 等 の 貸 借 対 照 表 項 目 に つ い

ての 記 載は ない 。  

分 析 が 不 十 分 な 事 項 に つ い て 質 問 及 び

関連 資 料等 の閲 覧を 実 施し た と こ ろ 、電 子

カ ル テ に 補 足 情 報 が あ る こ と 及 び 令 和 5

年度 よ りカ ラー 資料 等 を用 い、補足 事項 等

を口 頭 で説 明し てい る 等、わか りや すい 報

告に 心 掛け てい ると の こと で あ っ た 。  

今後 は 、増 減 分 析 等 を 含 めた 報 告 と 病 院

経 営 に 重 要 な 影 響 を 及 ぼ す 貸 借 対 照 表 項

目に つ いて も報 告を す るこ と が 望 ま し い。 

【病 院 財務 課・ 総合 企 画室 】  

２ 総 合  54 

55 

 ● ＜ 診 療 科 別 患 者 数 及 び 収 益 の 分 析 に つ い

て＞  

入 院 収 益 に つ い て 令 和 3 年 度 と 令 和 ４

年度 を 比較 する と、全 体 の金 額 は ほ ぼ 横 ば

いと な って いる が、診 療 科ご と で 見 る と 増

減が 顕 著な 診療 科が 散 見さ れ る 。ま た、令

和 4 年 度 の 患 者 数 は 令 和 ３ 年 度 に 比 し 約

11,000 人 減 少 し て い る が 、 入 院 診 療 単 価

は、 8 割以 上の 診 療科 で増 加 し て い る 。  

病 院 全 体 の 入 院 収 益 は 減 少 し て い な い

もの の 、診 療 科 ごと で は 収益 、患 者数 、入

院診 療 単価 とも 増減 し てい る こ と か ら、定

量的 及 び定 性的 な要 因 を把 握 し 、増 減要 因

の 分 析 を 継 続 的 に 実 施 す る こ と が 望 ま し

い。【 病 院 財務 課 ・ 医 事課 ・ 総 合 企画 室】  

３ 総 合  55 

56 

 ● ＜診 療 科 別 の 費 用の 分 析 につ いて ＞  

外来・入 院 と も 診 療 科 別 の収 益 の 把 握 は

でき て いた 。一 方 、費 用 に関 す る 資 料 に つ

いて 関 連資 料を 確認 し たと こ ろ 、令和 3 年

度は 変 動費 を各 診療 科 毎に 把 握 し、限界 利

益を 算 出、固 定 費 を 配 賦 して 診 療 科 別 利 益
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番号  項目  頁  指 摘  意見  内容  

を算 出 して いた が、病 院 全体 の 収 益 情 報 に

つ い て は 公 表 さ れ て い る 決 算 書 の 数 値 と

整合 性 が取 れて いな か った 。  

管理 会 計資 料は 公表 事 項で は な い が 、期

末時 点 にお いて は、確 定 した 決 算 書 と の 整

合 性 が 保 た れ る よ う に す る こ と が 望 ま し

い。  

令 和 4 年 度 の 診 療 科 別 費 用 及 び 収 益 の

把握 に つい て聞 き取 り を実 施 し た と こ ろ、

原価 計 算シ ステ ムを 導 入し て い る が 、管 理

が複 雑 な費 用（ 人件 費 等 ）が あ る ため 、シ

ステ ム 会社 と協 力し て 対応 中 で あ り 、令 和

５ 年 度 中 に 方 向 性 を 決 定 で き る よ う 最 適

な方 法 を模 索中 との こ とで あ る 。  

原価 計 算の 概念 には 、収 益に 対 応 し て 増

減す る 費用（ 以 下「 変 動 費」と い う 。）と 収

益 に 対 応 せ ず 一 定 額 発 生 す る 費 用 （ 以 下

「固 定 費 」と いう 。）が あ り 、固 定費 の配 賦

方法 や 配賦 基準 の決 定 は、組織 全体 で十 分

な議 論 が必 要な 論点 で ある 。  

一般 に 診療 科別 原価 計 算の 按 分 配 賦 は 、

一 定 の 仮 定 に 基 づ く 配 賦 率 等 に 基 づ い て

計算 さ れる こと から 、仮 定が 実 態 に 即 し て

い な い 場 合 に 正 確 な 数 値 は 算 出 で き な い

ため 、現 時 点 に お い て も 最適 な 方 法 を 模 索

中で あ り、原 価 計 算 が 困 難で あ る と し た 当

該理 由 に一 定の 合理 性 は認 め ら れ る 。  

しか し 、費 用 発 生 の 現 状 把握 が で き て お

らず 、病 院 全 体 の 損 益 の 発生 原 因 を 明 確 に

する た めに 、診 療科 及 び 部門（ 以 下「診 療

科 等 」 と い う 。） で 発 生 し た 費 用 に つ い て

も、病院 全 体 で 前 年 同 月 比較 あ る い は 累 計

比較 を 行う のみ なら ず 、増 減が 著し い診 療

科等 に つい て、そ の 原 因 分析 が 必 要 と 考 え

る。  

具体 的 には 、変 動 費 の 把 握が で き る 場 合
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番号  項目  頁  指 摘  意見  内容  

は、変動 費 の み に よ る 原 価計 算 か ら 取 り 組

み、固定 費 は 病 院 全 体 で 回収 可 能 か ど う か

を分 析 し、導 入 し た 原 価 計算 シ ス テ ム を 稼

働 す る よ う 早 期 の 改 善 が 望 ま し い 。【 病 院

財務 課 ・医 事課 ・総 合 企画 室 】  

４ 総 合  56 

57 

 ● ＜医 療 機 器 等 固 定資 産 取 得に 関す る 購 入・

稼働 に つい て＞  

医 療 機 器 取 得 後 の 稼 働 状 況 に つ い て 聞

き取 り によ り確 認し た とこ ろ、現場 担当 者

が確 認 して いる との 回 答を 得 た が、重要 性

の観 点 から 、現 場 担 当 者 以外 の 者 も 稼 働 管

理す べ き医 療機 器を 特 定し 、稼 働目 標を 設

定し て その 目標 に対 す る実 績 を 把 握 し、取

得 し た 医 療 機 器 が 当 初 の 予 定 ど お り に 稼

働 し て い る か ど う か を 検 証 す る こ と が 望

まし い 。【 病院 財 務 課 】 

５ 総 合  60 

61 

 ● ＜ 令 和 ６ 年 度 か ら の 改 正 労 働 基 準 法 適 用

につ い て＞  

病院 で は 、医 師 労 働 時 間 短縮 計 画 を 策 定

し、地域 医 療 の 確 保 の た めに 対 象 医 師 を 選

定し て B 水 準 の申 請を 行っ て い る 。  

 短 縮 計画 では 、労 働 時 間短 縮 に 向 け た 取

り組 み 、医 師の 業 務 の 見 直し 、そ の 他の 勤

務環 境 改善 等の 実績・取 り組 み 目 標 が 記 載

され て いる が、医 療 従 事 者、と り わ け医 師

の ⾧ 時 間 労 働 は 過 去 か ら の 病 院 事 業 の 大

きな 課 題で ある と考 え られ る こ と か ら、短

縮 計 画 に 記 載 し た 取 り 組 み 目 標 は も ち ろ

んの こ と、法の 趣 旨 に 則 り、病 院 に 従事 す

るす べ ての 職員 が「 働 き 過ぎ 」を 防 ぎな が

ら、「ワ ーク ライ フ バ ラ ンス 」と「多 様で 柔

軟な 働 き方 」を 実 現 で き るよ う に す る こ と

が望 ま れる 。【 病 院 政 策課 】  
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番号  項目  頁  指 摘  意見  内容  

６ 出 納管 理  70 ●  ＜ 現金 の残 高 管 理 に つ いて ＞  

令和 5 年 3 月 末 時 点 の 病院 事 業 会 計 に

係る 現 金残 高は 4,700,393 円で あ っ た 。  

当 該 現 金 の 実 在 性 に つ い て 確 認 で き る 証

憑 を 医 事 課 及 び 病 院 施 設 課 に 求 め た と こ

ろ、 未 作成 との 回答 を 得た 。  

現金 残 高に つい ては 、そ の時 点 で の 実 在

性を 確 認で きる 証憑 と して 、取 り扱 い場 所

単位 で 金種 表等 を作 成 し、実在 する 現金 残

高 と 財 務 諸 表 に お け る 現 金 残 高 と が 一 致

し て い る こ と を 明 示 す る こ と が 必 要 で あ

る。【 医 事 課・ 病 院 施 設課 】  

７ 出 納管 理  70  ●  ＜ 資金 前渡 職 員 口 座 の 管理 に つい て＞  

前渡 金 の内 、月 末 未 使 用 分は 、病院 会計

内の 預 金口 座に 戻す こ とと な っ て い た が、

３月 ３ １日 付で 処理 す べき 業 務 が 多 く、処

理を 失 念し た。結 果 、未 収入 金 残 高 と し て

計上 さ れて いた 。  

決 算 確 定 に 当 た り 各 部 署 に 必 要 と な る

業務 を 一覧 化し 、実 行 の 都度 消 し 込 む な ど

の対 応 が望 まし い。【 医事 課 】  

８ 出 納管 理  71 ●  ＜⾧ 期 未回 収債 権の 整 理につ い て ＞  

令 和 ５ 年 ３ 月 末 時 点 の そ の 他 未 収 入 金

の内 905,214 円が 、 ⾧ 期 未回 収の ま ま  

残っ て いる 。こ れは 、 平成 19 年の 税務 調

査 で 指 摘 を 受 け た 所 得 税 追 徴 課 税 分 で あ

り、追徴 分 に つ き 個 人 負 担分 も 合 わ せ て 病

院事 業 会計 から 支払 っ たも の で あ る 。そ の

後、当 該個 人に 請 求 す る など し て 、回収 を

進め て いた が、本 人 宛 所 不明 に よ り 未 回 収

とな っ てい ると のこ と であ る 。  

これ に つい ては 、発 生 時 から の 経 過 期 間

を 鑑 み る と 回 収 可 能 性 が 乏 し い と 考 え ら

れ る こ と か ら 債 権 放 棄 に よ り 整 理 す る こ

とも 必 要で ある 。【 病 院政 策 課 】  

 



21 

 

番号  項目  頁  指 摘  意見  内容  

９ 医 業収 益  

（診 療 報酬 ）  

75  ●  ＜ レ セ プ ト 不 備 等 に よ る 返 戻 通 知 の 防 止

策等 に つい て＞  

レ セ プ ト 点 検 シ ス テ ム を 使 用 し エ ラ ー

を検 出、検 出 し た エ ラ ー を修 正 し た レ セ プ

トを 保 険者 に提 出し て いる 。ま た、人的 点

検 に よ り 返 戻 の 可 能 性 が 高 い レ セ プ ト に

は症 状 詳記 を添 付し て 提出 し て い る 。し か

し、令和 ４ 年 度 の 月 平 均 返戻 額 は １ 億 円 超

と な っ て お り 、 年 間 保 険 診 療 分 の 概 ね

6.8%程 度と な って いる 。 

 返 戻 分は レセ プト を 修正 し、毎月 の保 険

者 請 求 の タ イ ミ ン グ で 再 審 査 請 求 を 実 施

して い ると のこ とで あ るが 、本 来、速や か

に再 審 査請 求を 行う べ きで あ る も の の、過

年 度 分 の 請 求 及 び 再 審 査 請 求 が 集 中 す る

月も 散 見さ れた 。返 戻 通 知の 到 着 後 は 速 や

か に 再 審 査 請 求 事 務 を 実 施 す る こ と が 望

まし い 。【 医事 課 】  

10 医 業収 益  

（診 療 報酬 ）  

75 

76 

 ● ＜ 保 留 債 権 に か か る 未 収 金 の 計 上 に つ い

て＞  

返戻 レ セプ トは 、内 容 の 不備 等（主 に病

名不 備 ）を 調 査 修正 し て 、後 日 、通 常の レ

セ プ ト 提 出 の タ イ ミ ン グ で 保 険 者 等 に 再

提出 さ れる が、調 査 修 正 に時 間 を 要 す る 等

の理 由 によ り、返 戻 さ れ た月 の 翌 月 期 限 ま

で に 再 提 出 で き ず 保 留 と な っ て い る 場 合

があ る 。  

 返 戻 レセ プト につ い ては 、再 度保 険者 に

請 求 を す る 際 に も 資 産 及 び 収 益 と し て 計

上さ れ るた め、資 産 及 び 収益 の 重 複 を 回 避

する こ とを 理由 に、返 戻 時点 で い っ た ん 医

業収 益 と医 業未 収金 の 取消 処 理 を 行 い、再

審 査 請 求 を し た 時 点 で 医 業 収 益 及 び 医 業

未収 金 への 再計 上を し てい る 。ま た 、保 留

とし た 診療 報酬 は、請 求 額が 決 定 し て い な

いこ と から 、医 業 収 益 と して 計 上 せ ず、請
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番号  項目  頁  指 摘  意見  内容  

求時 に 収益 計上 を行 っ てい る 。  

しか し 、返 戻を 受け た 場合 で あ っ て も 、

再審 査 請求 が不 可能 な もの を 除 き 、 後 日、

通 常 の レ セ プ ト と 併 せ て 保 険 者 等 へ 再 度

請求 す るこ とと なる た め、診療 報酬 請求 債

権 自 体 は 消 滅 し て い な い と 考 え ら れ る こ

とか ら、医 業 収 益 及 び 医 業未 収 金 の 取 消 処

理で は なく 、再 審 査 請 求 時に 差 額 調 整 を す

る運 用 とす るこ とが 望 まし い 。【 医事 課】  

11 債 権管 理  80 

81 

 ● ＜延 滞 債 権 回 収（ 患者 負 担分 ）に つい て ＞  

病 院 の 督 促 状 に 同 封 さ れ る 納 付 書 等 は

金 融 機 関 窓 口 の み で 使 用 で き る 用 紙 で あ

り、延滞 債 権 が 回 収 で き ない 一 要 因 と な っ

てい る こと は否 定で き ない と 考 え る 。昨 今

の市 税 等の 納付 は、コ ン ビニ エ ン ス ス ト ア

利用 や パソ コン・ス マ ー トフ ォン から QR

コ ー ド 決 済 可 能 な も の ま で 多 様 化 し て お

り、患者 の 利 便 性 を 勘 案 して 支 払 方 法 を 多

数か ら 選択 可能 とし 、延 滞債 権 及 び 不 納 欠

損金 の 減少 に貢 献す る こと が 望 ま し い 。  

【医 事 課】  

12 債 権管 理  81 

82 

 ● ＜診 療 報 酬 請 求 額と 入 金 額の 差異 管 理（ 公

費負 担 ・保 険者 請求 分 ）に つ い て ＞  

病院 で は、保 険 者 請 求 分 につ い て、入金

月ご と の保 険請 求増 減 集計 表 を 作 成 、管 理

して い ると のこ とで あ り、当該 集計 表を 閲

覧し た とこ ろ、各 月 保 険 者別 の 減 額 の み の

記載 に とど まっ てい た 。 

 一 般 的な 債権 管理 の 観点 か ら は、①債 権

額（ 請 求 額）、②入 金 額 、③ 未入 金額 の情 報

等は 最 低限 必須 であ る が、現状 の集 計表 で

は 月 ご と の 減 額 総 額 を 把 握 す る に と ど ま

り、債権 管 理 表 と し て は 不十 分 で あ る と 思

案さ れ るた め、早 急 に 改 善す る こ と が 望 ま

しい 。【 医 事課 】  
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番号  項目  頁  指 摘  意見  内容  

13 固 定資 産  

管理  

83 

84 

 ● ＜固 定 資 産（ ソフ トウ ェ ア）の範 囲に つ い

て＞  

病 院 事 業 に て 使 用 す る 各 種 医 療 装 置 に

つい て、そ の 特 定 の 機 能 を発 揮 す る た め の

プロ グ ラム につ いて は 、機 器組 込み ソフ ト

ウェ ア とも 考え られ る が、幅広 いア プリ ケ

ー シ ョ ン を 作 動 さ せ て 汎 用 的 な 機 能 を 実

現 す る も の は 単 独 の ソ フ ト ウ ェ ア と 考 え

る。  

病 院 事 業 に お い て 使 用 さ れ て い る シ ス

テム は 90 種類 に 及 ぶ こ とか ら 、 現 有 シ ス

テム の 内容 及び 機能 を 再確 認 し 、汎 用型 の

も の は 別 途 無 形 固 定 資 産 と し て 計 上 す る

こと も 必要 と考 える 。取 得し た シ ス テ ム の

内 容 及 び 機 能 に 応 じ て 会 計 処 理 を 行 う こ

とが 望 まし い。【 病 院 財務 課 】  

14 固 定資 産  

管理  

92 ●   ＜ 固定 資 産 管 理 の シ ス テ ム化 につ いて ＞  

病 院 事 業 に お い て 固 定 資 産 管 理 は 重 要

な項 目 と考 えら れ、シ ス テム 化 す る こ と が

必要 で ある 。  

これ に つい ては 、財 務 会 計シ ス テ ム 内 に

固定 資 産管 理機 能は 実 装さ れ て い る が、必

要 な 機 能 が 不 足 し て い る こ と か ら 、 Excel

で管 理 をし てい ると の こと で あ る 。  

ただ し 、表 計 算 ソ フ ト で は、多 数の デー

タを 扱 うと 数式 入力 漏 れ、転記 誤り など が

生じ や すく 、フ ァ イ ル の 中身 や 使 い 方 を 知

っ て い る 担 当 者 が 限 定 さ れ て し ま う こ と

が考 え られ るこ とか ら 、早 急に シス テム 化

を行 う こと が必 要で あ る。【病 院 財務 課】  

15 契 約管 理  96 

97 

98 

 ● ＜ 病 院 給 食 業 務 委 託 の 業 者 選 定 方 法 に つ

いて ＞ ※１  

岐 阜 市 プ ロ ポ ー ザ ル 方 式 ガ イ ド ラ イ ン

では 、審 査 結 果 を 評 価 項 目ご と の 点 数 及 び

合 計 点 を 情 報 公 開 と し て 岐 阜 市 ホ ー ム ペ

ージ に 公表 する こと と なっ て い る が 、当 該
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番号  項目  頁  指 摘  意見  内容  

契 約 に 係 る 公 表 事 項 は 合 計 点 の み の 公 表

とな っ てい る。公 表 し て いな い 理 由 を 確 認

した と ころ 、前 例 に 基 づ き公 表 し て い な い

との こ とで あっ た。  

今後 は 前例 にと らわ れ るこ と な く 、ガイ

ド ラ イ ン に 沿 っ た 審 査 結 果 を 公 表 す る よ

う努 め るこ とが 望ま し い。【病 院 施設 課】  

16 契 約管 理  96 

97 

98 

 ● ＜ 病 院 給 食 業 務 委 託 の 業 者 選 定 方 法 に つ

いて ＞ ※2 

過 去 ２ 期 契 約 期 間 に 最 終 的 に 応 募 が あ

った の が 、1 社の み で あ り 、実 質的 には 競

争 性 が 確 保 さ れ て い る と は 言 い 難 い 結 果

とな っ てい る。病 院 と し て、業 者 参 入の 間

口を 広 げる ため 、仕 様 等 の見 直 し 及 び 業 者

へ の 参 考 意 見 の 聞 き 取 り を し た う え で 、

「業 務 主任 者の 資格 要 件の 緩 和 」、「 食材 購

入金 額 の市 内割 合の 緩 和」を行 った との こ

と で あ る が 、 こ の よ う な 結 果 を 踏 ま え る

と、公募 型 プ ロ ポ ー ザ ル 方式 の 基 本 原 則 に

ある よ うに 、よ り 多 く の 事業 者 が 参 加 で き

る よ う 今 一 度 必 要 不 可 欠 な 参 加 条 件 を 検

討す る こと が望 まし い 。【 病院 施 設課 】  

17 契 約管 理  101 

102 

 ● ＜ 医 療 事 務 等 業 務 委 託 の 業 者 選 定 方 法 に

つい て ＞  

岐 阜 市 プ ロ ポ ー ザ ル 方 式 ガ イ ド ラ イ ン

では 、審 査 結 果 を 評 価 項 目ご と の 点 数 及 び

合 計 点 を 情 報 公 開 と し て 岐 阜 市 ホ ー ム ペ

ージ に 公表 する こと と なっ て い る が 、当 該

契 約 に 係 る 公 表 事 項 は 合 計 点 の み の 公 表

とな っ てい る。公 表 し て いな い 理 由 を 確 認

した と ころ 、前 例 に 基 づ き公 表 し て い な い

との こ とで あっ た。  

今後 は 前例 にと らわ れ るこ と な く 、ガイ

ド ラ イ ン に 沿 っ た 審 査 結 果 を 公 表 す る よ

う努 め るこ とが 望ま し い。【医 事 課】  
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番号  項目  頁  指 摘  意見  内容  

18 契 約管 理  106 

107 

 ● ＜ 中 央 材 料 室 滅 菌 業 務 委 託 の 業 者 選 定 方

法に つ いて ＞  

中央 材 料室 滅菌 業務 委 託契 約 が 、過 去 4

期と も 4 月 ～5 月 まで は随 意 契 約 、 6 月～

翌年 3 月（ 期 末 ）ま で は 指名 競 争 入 札 と な

って い る理 由に つい て 、質 問等 によ り確 認

した と ころ 、中 央 材 料 室 滅菌 業 務 委 託 の 業

務実 施 には 、一 定の 準 備期 間 （ 人 員 確 保、

研修 等 の期 間）が 必 要 で あり 、そ の 日数 の

確保 が 困難 であ るた め 、3 月ま での 受注 業

者と 随 意契 約に より 契 約を し、その 後指 名

競 争 入 札 に よ り 最 も 安 価 な 業 者 と 契 約 を

して い るた めと のこ と であ る 。  

なお 、指名 競 争 入 札 で は 、日 本 ステ リ株

式会 社 のほ か 2 社 の入 札 があ り、日 本 ス テ

リ 株 式 会 社 が 最 も 安 価 な 入 札 額 で あ る こ

とを 関 連資 料の 閲覧 に より 確 認 し た 。  

 年 度 初 め ２ か 月 は 随 意 契 約 、 残 り の 10

か 月 は 指 名 競 争 入 札 の 理 由 に 一 定 の 合 理

性は あ るも のの 、契 約 行為 が 2 回と なる の

は 病 院 及 び 受 注 業 者 の 事 務 負 担 に も つ な

がり 、業 務 の 有 効 性 及 び 効率 性 が 損 な わ れ

る 可 能 性 は 否 定 で き な い こ と も 考 え ら れ

る。  

地 方 自 治 法 第 234 条 の ３ 及 び 地 方 自 治

法施 行 令第 167 条の 17 に より 定 め ら れ た

岐 阜 市 ⾧ 期 継 続 契 約 に 関 す る 条 例 第 ２ 条

第 2 号 に よ り ⾧ 期 継 続 契 約 を 締 結 す る こ

とが で きる 契約 につ い ての 規 定 が あ り、そ

の 対 象 業 務 に つ い て 岐 阜 市 ⾧ 期 継 続 契 約

事務 処 理要 領 第 2 条 第 2 項の 規定 もあ る

こと か ら、⾧ 期 継 続 契 約 への 移 行 を 検 討 す

るこ と が望 まし い。【 病院 施 設 課 】  
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番号  項目  頁  指 摘  意見  内容  

19 契 約管 理  112  ● ＜ 臨 床 検 査 業 務 委 託 の 請 求 管 理 に つ い て

＞ 

臨床 検 査業 務委 託の 「 業務 委 託 契 約 書 」

には 、受 託 者 の 義 務 と し て委 託 業 務 が 完 了

した と きは 、委 託 者 に 対 し、速 や か にそ の

結 果 を 所 定 の 様 式 に よ り 報 告 す る こ と が

求め ら れて いる 。ま た 、検 査 料 は、１か 月

ごと に 締め 切り 、委 託 者 に契 約 単 価 に 従 っ

た委 託 料の 請求 を行 う こと に な っ て い る。 

 病 院 では 、検 査 業 務 の 報告 内 容 は 一 覧 化

した デ ータ で納 品さ れ てい る。検査 料の 支

払い に 当た って は、納 品 され た デ ー タ と 項

目別 内 訳書（請 求 明 細 ）を紙 ベ ー ス で突 合

して い る。  

検 査 業 務 の 報 告 内 容 が 請 求 明 細 と 相 違

が な い か ど う か 突 合 し て い る こ と は 評 価

でき る が、検 査 業 務 が 一 覧化 し た デ ー タ で

納品 さ れて いる ので あ れば 、支 払時 の突 合

等を 紙 ベー スで 実施 す るこ と は 、事 務の 有

効 性 及 び 効 率 性 を 非 常 に 損 な う こ と が 危

惧さ れ る。その た め 、検 査シ ス テ ム を 活 用

して 、納 品 さ れ た 検 査 デ ータ の 内 容 と 請 求

書と の 照合（デ ー タ ベ ー ス）が 可 能 とな る

よ う 検 討 を 行 う こ と が 望 ま し い 。【 病 院 施

設課 】  

20 契 約管 理  112 

113 

114 

 ● ＜ 臨 床 検 査 業 務 委 託 の 業 者 選 定 方 法 に つ

いて ＞  

⾧期 の 随意 契約 の場 合 、競 争性 や公 平性

の 確 保 が 満 た さ れ な い の で は な い か を 危

惧す る もの の、一 者 随 意 契約 の 理 由 に も あ

るよ う に、高 品 質 の 医 療 提供 の た め で あ れ

ば止 む を得 ない 部分 も ある が、単価 契約 時

には 毎 年度 単価 の見 直 し等 を し 、適 正な 単

価 で の 契 約 を す る こ と が 望 ま し い 。【 病 院

施設 課 】  
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番号  項目  頁  指 摘  意見  内容  

21 契 約管 理  118  ● ＜ 病 院 の 経 営 改 善 及 び 病 院 運 営 に 対 す る

支援 ・ 指導 業務 委託 の 管理 に つ い て ＞  

当委 託 契約 は 、病 院 の 経 営改 善 及 び 病 院

運営 に 対す る支 援・指 導 業務 を 委 託 す る も

ので あ り、その 委 託 内 容 は、病 院 を 取り 巻

く様 々 な環 境の 変化 に 対応 し、病院 の健 全

な 経 営 と 質 の 高 い 医 療 サ ー ビ ス の 提 供 を

両立 さ せ、経 営 基 盤 を 強 化し て い く た め 経

営の 改 善及 び病 院運 営 全般 に つ い て 支 援・

指導 を 受け るも ので あ る。  

 受 託 者は 、委 託 業 務 の 実施 に 当 た り、仕

様 書 に 基 づ い て 毎 月 の 業 務 の 実 施 に 係 る

報告 書 を提 出す るこ と にな っ て い る が、業

務の 実 施に 係る 報告 書 につ い て は 、令和 4

年 4 月～ 令和 5 年 3 月 の関 連 資 料 等 を 閲

覧し た とこ ろ、関 連 資 料 には 委 託 業 者 が 病

院へ 訪 問し た日 時、面 談 者、会 議・委員 会

出席 等 の記 録は ある も のの 、面 談時 の面 談

記録 は 記載 され てい な かっ た。仕様 書に 基

づ き 報 告 書 等 の 整 備 が 望 ま し い 。【 総 合 企

画室 】  

22 契 約管 理  119 

120 

 ● ＜ 病 院 の 経 営 改 善 及 び 病 院 運 営 に 対 す る

支援・指 導 業 務 委 託 の 業 者選 定 方 法 に つ い

て＞  

当 業 務 委 託 は 一 定 以 上 の 知 識 や 経 験 を

有 す る 専 門 家 等 の 助 言 及 び 指 導 を 求 め る

もの で あり 、特 殊 性 を 有 する 案 件 も あ る こ

とか ら 、業 者選 定が 困 難だ と 思 わ れ る が、

業者 選 定の 公平 性・競 争 性の 担 保 や 経 営 改

善 効 果 に つ い て 既 存 業 者 と は 異 な る 新 た

な視 点 の発 見、同 業 他 社 の参 入 機 会 の 確 保

の観 点 から 、業 者 選 定 の 方法 を 検 討 す る こ

とが 望 まし い。【 総 合 企画 室 】  
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番号  項目  頁  指 摘  意見  内容  

23 薬品 、 診 療 材

料の 購 買・ 払

出・ 在 庫管 理  

125  ●  ＜ 薬品 及び 診療 材 料 単 価契 約・随意 契約 管

理に つ いて ＞  

病院 で は 、手 書 き に よ る 契約 番 号 簿 を 各

年度 ご とに 作成 して い る。当該 資料 に記 載

され て いる 項目 は、契 約 月日 、件 名、契 約

相手 方 、連 絡 先 等、病 院担 当 者 で ある 。契

約種 別 、契 約 期 間、契 約金 額 、進 捗 管 理 等

を記 載 した 台帳 等に つ いて は、各担 当者 が

必 要 に 応 じ て 業 務 に 即 し た 管 理 フ ァ イ ル

を作 成 して いる との 回 答で あ っ た 。   

当 該 方 法 で は 薬 品 及 び 診 療 材 料 等 の 購

買管 理 等が 属人 的に な るこ と、主担 当者 不

在又 は 担当 者異 動の 際 に、引継 ぎが 十分 で

きな い こと が懸 念さ れ るこ と か ら、契約 管

理簿 の デー タに よる 作 成・担当 課で の情 報

共 有 等 を 勘 案 し て 契 約 管 理 を 実 施 す る こ

とが 望 まし い。【 病 院 財務 課 】  

24 薬品 、 診 療 材

料の 購 買・ 払

出・ 在 庫管 理  

125  ●  ＜ 診療 材料 の在 庫 管 理 につ い て ＞  

当該 委 託契 約書 仕様 書 によ る と 、在 庫管

理に つ いて「 毎 月 院 内 サ プラ イ セ ン タ ー の

たな 卸 を行 うこ と」と 定 めら れ て い る。委

託業 者 から 病院 への 報 告は 、報 告会 を毎 月

開催 し てお り、差 異 が あ った 品 目 に つ い て

は報 告 書の 提出 を求 め 、委 託業 者と 病院 担

当者 が 差異 品目 を突 合 し、差異 が生 じた 原

因を 確 認し てい ると の こと で あ る 。  

報告 内 容が 適切 かど う か、差異 が生 じた

原 因 の 解 決 策 等 の 実 施 状 況 等 は ど う か が

不明 で あり 、院 内 サ プ ラ イセ ン タ ー 内 の 診

療在 庫 管理 につ いて は SPD 委 託 業 者 で 完

結し て いる 可能 性が 高 く、在庫 管理 に関 し

て 岐 阜 市 民 病 院 の 牽 制 が 働 か な い 仕 組 み

とな っ てい る恐 れが あ るた め、牽制 が働 く

仕 組 み を 構 築 す る こ と が 望 ま し い 。【 病 院

財務 課 】  
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番号  項目  頁  指 摘  意見  内容  

25 薬品 、 診 療 材

料の 購 買・ 払

出・ 在 庫管 理  

126  ●  ＜ たな 卸マ ニュ ア ル 等 の整 備 に つ いて ＞  

企業 会 計規 程第 87 条に おい て 、 毎 事 業

年 度 少 な く と も 年 １ 回 の 実 地 た な 卸 の 実

施が 定 めら れて おり 、薬 品に つ い て「棚 卸

実施 マ ニュ アル 」が 作 成さ れ て い る 。  

当該 資 料に は、事 前 準 備 に係 る 事 項 、実

施内 容 に係 る事 項、集 計・回 収 に 係 る 事項 、

差異 の 原因 追及 に係 る 事項 等 と 、当 日の 注

意事 項 、簡 単な タ イ ム ス ケジ ュ ー ル 、担 当

分担 等 が記 載さ れて い るが 、詳 細な タイ ム

ス ケ ジ ュ ー ル 一 覧 や ロ ケ ー シ ョ ン マ ッ プ

が整 備 され てい ない 。  

たな 卸 時は 、当 該 資 料 を 基礎 と し て た な

卸が 実 施さ れて いる と のこ と で あ る が、た

な 卸 漏 れ や 担 当 者 ご と の 実 施 方 法 や 認 識

に齟 齬 が生 じな いよ う 、網 羅 的 、画 一的 な

た な 卸 実 施 の た め に 詳 細 な た な 卸 マ ニ ュ

ア ル の 整 備 を 行 う こ と が 望 ま し い 。【 病 院

財務 課 】  

26 人 件 費・ 労 務

管理  

131  ●  ＜ 賞与 引当 金に つ い て ＞ 

病院 で は、翌 年度 6 月 支 給予 定 の 期 末 勤

勉手 当 に係 る当 期発 生 分に つ い て、賞与 支

給対 象 期間 であ る 12 月 から 3 月 ま での ４

か 月 分 を 賞 与 引 当 金 と し て 計 上 し て い る

が、当該 金 額 は 当 初 予 算 額か ら 変 更 の な い

金額 と なっ てい る。  

 引 当 金 の 金 額 を ど の よ う に 決 定 す る か

につ い て、現行 制 度 上 、企業 会 計 に おい て

も 統 一 的 な ル ー ル 及 び 具 体 的 な 算 定 方 法

は定 め られ てい ない 。そ のた め 、実 務に お

い て は 引 当 金 計 上 時 点 の 入 手 可 能 な 情 報

に基 づ き、合 理 的 か つ 適 正な 見 積 り を 行 う

こと が 求め られ てい る とい え る 。  

 病 院 の現 在の 計上 方 法に よ る と、当年 度

予 算 策 定 時 点 に お け る 見 積 り に 基 づ く 賞

与引 当 金を 計上 して い るこ と と な り 、期 末
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番号  項目  頁  指 摘  意見  内容  

時 点 の 合 理 的 か つ 適 正 な 見 積 り に 基 づ く

賞 与 引 当 金 と は 言 い 難 い も の と な っ て い

ると 考 えら れる 。  

当 年 度 予 算 策 定 時 点 で は 職 員 の 退 職 等

に よ る 賞 与 引 当 金 減 少 の 見 積 等 は 困 難 と

考え ら れる が、過 去 の 期 中退 職 人 数 の 実 績

等を ベ ース とす る等 、可 能な 限 り 実 績 値 と

乖離 す るこ との ない よ う、ま た 、適 正な 損

益 計 算 及 び 負 債 の 計 上 等 の 観 点 か ら 期 末

に お け る 最 善 の 見 積 り に 基 づ く 会 計 処 理

をす る こと が望 まし い 。【 病院 財 務課 】  

27 一 般 会計 負 担

金 

139  ●  ＜ 一 般 会 計 負 担 金 の 算 定 根 拠 の 見 直 し に

つい て ＞  

一般 会 計負 担金 の算 定 に当 た っ て は 、負

担 金 項 目 ご と に 計 算 式 や 基 準 と な る 指    

標等 が 定め られ てい る 。こ れら の計 算式 や

指 標 に は 一 定 の 合 理 性 が 認 め ら れ る も の

の、⾧年 に わ た っ て 同 様 の計 算 式 を 使 用 し

てい る ケー ス（ 第 5-11 救 急医 療の 確保 に

要す る 経費 他）が 多 く 、また 指 標 自 体が 更

新 さ れ な い た め に 毎 年 同 額 を 計 上 し て い

るケ ー ス（ 第 5-8 リ ハ ビ リテ ー シ ョ ン 医 療

に要 す る経 費、 第 5-10 小 児医 療に 要す る

経費 、 第 5-12 高度 医 療 に要 す る 経 費 ） も

見受 け られ た。  

一 般 会 計 負 担 金 に つ い て は 、 年 間 で 約

1,160 百万 円 が 市 の 一 般 会計 か ら 支 出 さ れ

てお り 、質 的・量 的 に も 重要 性 の 高 い も の

であ る 。  

その た め 、負 担 額 の 算 定 方法 に つ い て は

毎年 検 討を 行い 、過 去 に 定め た 計 算 方 法 や

指 標 が 現 状 に 合 わ な い 場 合 は 見 直 し も 含

め た 対 応 を 行 う こ と が 望 ま し い 。【 病 院 財

務課 】  
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番号  項目  頁  指 摘  意見  内容  

28 地 方 公営 企 業

会計  

141  ●  ＜ 医 業 未 収 金 残 高 に 保 険 者 請 求 分 を 含 め

るこ と につ いて ＞  

医業 未 収金 残高 は 、患 者 負担 分 未 収 金 と

保 険 者 等 へ 請 求 し た 未 収 金 の 合 計 額 で あ

るが 、保 険 者 等 へ 請 求 す る医 業 未 収 金 は 原

則と し て回 収が 確実 で ある 。  

し た が っ て 、 不 納 欠 損 率 算 定 に 際 し て

は、患 者負 担分 未 収 金 額 を基 礎 と し 、貸 倒

引 当 金 額 算 定 も 患 者 負 担 分 未 収 金 に 不 納

欠 損 率 を 乗 じ る 方 法 も 検 討 さ れ た い 。【 病

院財 務 課・ 医事 課】  

29 地 方 公営 企 業

会計  

141 

142 

 ● ＜ 債 権 区 分 に よ る 貸 倒 引 当 金 算 定 に つ い

て＞  

病院 で は 、弁 護 士 へ 回 収 を依 頼 し て い る

患 者 負 担 分 未 収 金 は 令 和 4 年 度 末 で

80,041,334 円と な っ て いる 。当 該 金 額 の 中

には 、発 生 か ら 一 定 期 間 が経 過 し 弁 護 士 の

督 促 後 も 未 収 と な っ て い る 金 額 も 含 ま れ

てい る 。そ の た め 、貸 倒 引 当金 算出 時に は 、

患者 負 担分 未収 金を 一 般債 権、貸倒 懸念 債

権、破 産更 生債 権 に 区 分 し、各 区 分 ごと に

貸 倒 引 当 金 を 算 定 す る こ と が 望 ま し い 。

【病 院 財務 課】  

30 地 方 公営 企 業

会計  

144 

145 

●  ＜ 就 職 準 備 貸 付 金 の 費 用 計 上 の タ イ ミ ン

グに つ いて ＞  

看護 職 員就 職準 備資 金 につ い て は 、貸付

け を 行 っ た 年 度 に 全 額 を 損 益 計 算 書 で 費

用計 上 する ので はな く 、免 除に 応じ て費 用

計上 を 行っ たう えで 、期 末に 残 存 し て い る

債 権 に つ い て は 貸 付 金 等 の 科 目 で 貸 借 対

照表 に 表示 すべ きで あ る。【病 院 財務 課】  

31 地 方 公営 企 業

会計  

147  ●  ＜ 退 職 給 付 引 当 金 積 立 状 況 の 確 認 に つ い

て＞  

現 状 の 退 職 給 付 引 当 金 計 算 は 、 平 成 26

年 度 に 把 握 さ れ た 引 当 不 足 の 解 消 を 目 標

と し た も の と し て 一 定 の 合 理 性 は あ る と
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考え ら れる 。た だ し 、企 業会 計 規 程 で は 期

末 自 己 都 合 要 支 給 額 を 引 き 当 て る も の と

して い るこ とか ら、 平 成 26 年 度の 引当 不

足 を 規 則 的 に 解 消 し て き た 現 在 の 期 末 残

高 と 各 年 度 末 の 自 己 都 合 要 支 給 額 を 元 に

計算 し た退 職給 付引 当 金残 高 と を 比 較 し、

重 要 な 差 異 が 生 じ て い な い か 確 認 す る こ

とが 望 まれ る。【 病 院 財務 課 】  

32 情 報管 理  148 

149 

150 

 ● ＜PC 端 末 や USB メモ リ等 の管 理状 況に

つい て ＞  

病院 で 購入 した PC や USB メ モリ に つ

いて は「 医 療 情 報 シ ス テ ム情 報 セ キ ュ リ テ

ィ実 施 手順 書」の 対 象 と なっ て お り 、同 手

順 書 に 記 載 さ れ て い る と お り ソ フ ト ウ ェ

ア の 導 入 や 院 内 ネ ッ ト ワ ー ク へ の ア ク セ

スに 関 して は制 限が 設 けら れ て い る 。  

一方 個 人で 購入 した PC や USB メ モ リ

につ い ては 手順 書の 対 象外 と な っ て お り、

厳 密 な セ キ ュ リ テ ィ 対 策 は 行 わ れ て い な

い。仮 に個 人で 購入 し た PC が ラン サム ウ

ェア 等 に感 染し た場 合 、そ こに 保管 され て

い る 病 院 に 関 す る デ ー タ が 外 部 に 流 出 す

る可 能 性が ある 。ま た 、セキ ュ リ テ ィの 低

い USB メ モ リ な ど を 介 して 病 院 シ ス テ ム

が被 害 を受 ける 恐れ も ある 。  

した が って 、個 人 で 購 入 した PC や USB

メモ リ につ き、院 内 で 使 用し 病 院 の デ ー タ

を扱 う ので あれ ば、持 込 管理 や セ キ ュ リ テ

ィ 周 知 等 の 対 策 強 化 も 検 討 す る こ と が 望

まし い 。【 医療 情 報 室 】 

なお 、 本報 告書 に記 述 して い る 「 指 摘 」及 び 「 意見 」は 、 以 下 の と おり で ある 。  

  「 指摘 」と は、 財 務に 関 す る 事 務 の執 行 に おい て① 法 令 ・ 条 例 ・規 則 等に 抵触 す

るも の 、② 有効 性・ 効 率性 ・ 経 済 性 の 観点 か ら 著し く問 題 が あ る も ので 改 善を 求め

るも の であ る。  

  「 意見 」と は、 ① 「指 摘 」 に は 該 当し な い が、 組織 及 び 運 営 の 合理 化 の観 点か ら

意見 を 述べ るも の、 ② その 他 改 善 が 望 まし い も のを いう 。  


